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　The 　purpose　ot
’
　this　paper 　is　to　clarify 　how 　Sawayanagl　formed　his　vlew 　on 　women

’
s　higher　ediieatien ，

which 　enab 玉ed 　the 　admittance 　of 　women 　to　TQhoku 　Inlperial　UIliversity．

　We 　 analyzed 　Sa冊 yanagi
’
s ⊂ onlplete 　 worl （s　 compi ］ed 　in　 ten 　 vohlmes 　 as 　 well 　 as　 his　 writings 　 on

WQmen
’
s　h  her　education ，

　 The 　results 　 are 　as 　follows：

　 DSa “ eyanagi 　 was 　 convinced 　that　 women 　 needed 　higher　 education 　just　 as 　 men 　 did，　 and 　made

Tohoku 　IInperia［University　accept 　women 　in　1913，

　2）Sawayanagi 重nsisted 　that　abili もy 　should 　 Ilot　be　determil／ed 　by　gender　difference，　and 　that　those

elig長ble　should 　be　offered 　equal 　opPortunity 　of 　education ．

　3）Based 　on 　his　experience ，　Sawayanagi　adv 〔｝cat．ed 　that　equal   pporturlity　of 　educat ，ion　shou 亘d　not 　be

limited　by　the　ascr 量bed　conditiorls 　such 　as　 economlc ぐ：onditien ，　gender，　soci瓠 standing ，　and 　family

lineage．　Sawayanagi
’
s　belief　 and 　priI／cip 】es 　 eventually 　led　 to　 the　 admit ヒallce 　 of　 wornen 　 to　 Tohoku

Imperial　Univellsity．
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　 1．緒 　　言

　第 二 次 世界大戦終 結後 50 年 をむか え， 高等教 育に

お け る 男女平等 は，実現 されたか の よ う に 見 える．平

成 6 年度の大学 ・短期大学へ の進学率を見る と，男子

は 40．9％ ，女子 は 45．9％ で あ り女子の 方が進学率は

数字上 は 高 い ，しか し，
4 年制大学 へ の 進学率で 見る

と，男子 38．9％，女子 21．0％ と男子 の 進学率 の 方が

高 い こ とがわかる （総務庁青少年対策本部 1996），現

在で は女子が 高等教育 を受けたい の で ある な らば，門

戸 は 開 か れ て い る ．し か し明治 ・大正時代に は女子の

教育は，家庭内で の 婦人 と し て 必要 な しつ けや 心構え，

実生 活の知識
・技能を教 え る 良妻賢母主義の 教育で あ

り，男子 と同等の 人間と し て の教育で はなか っ た．そ

の た め 女子 に は高等教育は必要と見なされ て い なか っ

た．こ の よ うな時代 で あ りなが ら 澤柳政太郎は
， 女子

に も中等教育 だけ で な く，高等教育 の 必要があ る もの

に は
， 大学の 門戸 を開放す べ きで あ る として ，東北帝

国大学 に お い て わ が 国で 最初に 女子の 帝国大学入学を

許可 した ．

　澤柳政太郎 の 女子高等教 育 に 関す る 先行研究 に は
，

次の ような もの が ある．

　新田 （1971）は，澤柳の 女子高等教育観 は 女子 を
一
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人 の 入間 と して と ら え る とこ ろ か ら出発し て お り，男

で あ る か ら女で ある か ら とい っ た発想 自体 を否定した

考えを持 っ て い た と分析 して い る．また 村田 （1980）

は，澤柳が東北帝国大学に おい て 女子 の 入学 を許可 し

た こ と に つ い て ，女子高等教育 に お け る 歴史的役割 が

大きい と評価 して い る。橋本 （1992）は，大学共学賛

成 派 の 代 表 的 人物 と して 澤 柳 に ふ れ て い る ．湯川

（1994）は ，1913 （大正 2）年 に お け る 東北帝国大学

で の 女性に対す る大学へ の 門戸開放 に 対 して ，歴史的

位置付け を行 っ て い る ．

　こ れ らの 研 究 は
， 澤柳 が東北帝国大学に女子を入学

させ た実践 と澤柳 の 女子高等教育観に ふ れ て はい る が，

女子高等教育観形成 の 背景お よ び 澤柳 の 家 政 学 に 対す

る見解に つ い て まで は，分析が なされて はい ない ．そ

こ で 本研 究で は ，澤柳 の 女子高等教育観の 全体像 にせ

まる 上 で
， 澤柳 の 女子高等教育観形成に影響を与えた

要因お よび家政学に対す る考えを探 り，女性に対する

大学の 門 戸 開放 を可能 に した澤柳政太郎の 女子高等教

育観を明らか にする こ とを 目的 とす る．

　2．研 究方法

　澤柳 が 1907 （明治 40）年か ら 昭和初期に著述 した

女子高等教育 に 関する論文 ，具体的 に は，澤柳政太郎

全集全 10 巻，婦女新聞，教育時論，帝国教育 ， 新教

育に掲載された女子高等教育に関す る論文お よび成城

大学教育研 究所 所蔵 の 澤柳私家文書を通 して 澤柳 の 女

子高等教育観 につ い て 分析 ， 考察を行 っ た．

　3 ．結果 と考察

　（1） 澤柳政太郎の経歴

　澤柳政太郎 は明治後期か ら昭和初期に お ける近代教

育 に 活躍 した 文部官僚 ， 新教 育運動家で ある．以下澤

柳 の 経 歴 をた ど る と，1865 （慶応 D 年長野県松本市

に 生 まれ る （澤 柳 1987）．1888 （明 治 21）年東京帝

国大学文学部哲学科を卒業した後，文部省総務局 に入

る ．そ の 後，i893 （明 治 26）年大谷 尋常 中学 校長，

1895 （明治 28）年群馬県尋常 中学校長，1897 （明治

30）年 第．二 高等学校 長，1898 （明 治 31）年第
一

高等

学校長 などを歴任 した ．澤柳 は 中等お よ び高等学校の

教育現場 を経験 した の で あ る ．そ の 後 ，
1898 （明治

31）年，再び文部省に もど り普通学務局長 に就任 した．

1911 （明治 44）年 に は 東北 帝 国大学総 長 に 就 任，

1913 （大正 2）年に は京都帝国大学総長を務め た．京

都帝国大学 で は 大学教授 と して 不適格な教授 を呼ん で

辞表を出 させ た，こ の 京大事件が きっ か けとな り，京

都帝国大 学総 長 を辞任 した ．ユ917 （大正 6）年に は成

城小学校を創設 し，そ の 成城小 学校 で は ，子供 の 個性

を尊重する教育を目指 した の で あっ た．

　（2） 明治 ・大正期 に お け る 女子教 育 の 状況

　1894 （明 治 27）年 に 日清戦 争が起 こ り， 出征する

男子の か わ りに 工場や農村 の 働 き手と して 女子 が 必 要

と さ れた．夫や 息子 を戦場 に 送 り出す た め ，富国強兵

を打ち出す政府は，女子に も教育が必 要で ある と考え

た の で ある．

　1899 （明治 32）年 2 月 8 日 「高等女学校令」が 公

布 され，女子に高等普通教育を施す目的で ，各県に少

な く と も 1校ず つ 高等女学校 を設置す る こ と が 義務 づ

け られ た ．

　こ う して 明治 30年代 の 後半に は，各県 に県立高等

女学校が造 られ，女子 の 進学率 も高ま っ て い っ た ．し

か し，明治 40 年代 の 中学校 お よ び 高等女学校 に おけ

る学年別授業時間数を比較す ると，性別 によ り科 目時

間数 の 差 が 顕 著で あ っ た （文部省 内教育史編 纂会

1939）．男子 は外国語や数学物理お よび化学 とい っ た

上 の 学校 に 進 む た め の 教科に，女子は家事，裁縫，修

身に 多くの 時 間が とられ て い た こ と が わ か る （表 1）．

　そ して東京を中心 に して，女子専 門学校が設立 され

る よ うに な っ て い っ た．文部省は例外的 としなが らも，

女子教員 の よ うな専門家を育成する ための 教養を重視

した中等教育が必 要 と考えた ．そ の 解決策と して ，高

等女学校 を二 分化す る 方針 が 示 さ れ た ．そ し て 1910

（明治 43）年 10 月 26 日 高等女 学 校 令が改正 され ，

「実科 ノ 設置及実科高等女学校」の 設置が定 め られ た．

　大 iEl時代，社会で は大正 デ モ ク ラ シ
ー

が叫ば れ，自

由 を求 め ，権利 を主張する運動が 広が っ て い た．文部

省は イエ 制 度 を維持 し， 教 育 の 建 て 直 し を 図 る た め

1917 （大正 6）年 9月 21 日に臨時教 育会議 を設置 し

た．そ こ で は，教 育制度全般 に わたる討議が行わ れ た．

臨時教 育会議で は ，女子教育に 関する諮問も取 り上 げ

られた ．そ して こ の 答 申を受け女子教育 に 関 して，

1920 （大正 9）年 7 月 21 日高等女学校令が 改正 さ れ，

国民道徳の 養成 と婦徳 の 涵養 が強調 され た．

　女子中等教育が盛ん に なるにつ れ，高等教育進学 の

要望 が 高 ま っ た ．1900 （明治 33）年 に 女 子英 学塾，

東京女医学校，ユ901 （明治 34）年に 日本女子大学校

が t 設立 され た ．そ して 1913 （大正 2）年に は，東北

帝国大学に 3 人 の 女子が入学 した ．しか し な が ら
， 男

子と比べ て ，多 くの専門学校 に して も，大学 に して も
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表 L 明治 40 年代の 中学校お よ び高等女学校に おける学年別授業時間数

中学 校 （男 子 ） 高等女 学校 （女 子）

第 1 学年　第2 学年　第 3学年　第 4 学年　第 5学年　第 1 学年　第 2学年　第 3学年　第 4学年

修　 　 身

国 語及 漢文

外　国　語

歴 史　地 理

数　　 　学

理　　 　科

博　　 　物

物理及化学

法制及経済

実

図

家
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唱

音

体

業

画

事
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歌

楽
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2630022
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4

23
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∂

3222
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3
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ρ
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／
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　 　 　 29
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（33）

31

（33）

28 28 28 28

『明治以 降教育制 度 発 達 史第 5巻1 （文部省内教育史編纂会 1939） よ り作 成．男子

1908 （明治 41）年．空欄 は カ リキ ュ ラ ム 上 時 間 数 が ない こ とを示 して い る．
1911（明 治 44）年 ， 女了

・
：

女子 に門戸が 開 か れ て は い なか っ た．また大正期に お

ける官公私立専門学校本科 生 徒 数 を 見 る と
， 男 女で専

攻に差があ る こ とがわか る （西村 1971），男子 は法学，

経済学な どに かたよ り，女子は 人数的 には 男子 に 及ば

な い が ， 文学，家政学，裁縫家事に かた よ っ て い る ．

医学 ，歯科学 ， 薬学の 分野 に は，人数は少な い が女了
・

が存在して い た （表 2＞．

　（3） 高等女学校教育に 対す る澤柳 の 見解

　明治 ・大正 時代の高等女学校は男子 の 中学校 に相当

す る も の と名 目上 は な っ て い た．しか し前述 した と お

り，そ の 教育内容の実質は男子の 中学校とはか けはな

れ たもの で しか な か っ た ．

　 こ の ような高等女学校 で の 教育 に 対 して
， 澤柳 は 成

城大学教育研究所所蔵 の 私 家文書 「女子教育 二 関 ス ル

案」
＊ 1

で
， 高等女学校教育の 欠点お よび改革案に つ い

て 述 べ て い る．

　 1886 （明 治 ユ9）年に 公布 さ れ た 中学校令 に よる と

’ ］

私 家文書 「女子 教育 二 関 ス ル 案」 は年代不祥 で は あ

　 る が，1899 （明治 32）年高等女学校令公布前後 に 書

　 か れ た もの と推測 で き る．

中学校 の 目的 は ，「実業 二 就カ ン ト欲シ又 ハ 高等 ノ 学

校 二 入 ラ ン ト欲 ス ル モ ノ ニ 須要ナ ル 教育 ヲ 為 ス 所」

（文部省 1972）と の 明確な 目的 が あ る の に 対 して
， 高

等女学校の 目的が具体的な もの で はな く，漠然 とした

もの に な っ て い る こ と，教育内容 に 関 して も中学校 の

教科課程 を簡単に し，裁縫家事を加えた もの に す ぎな

い こ とを澤 柳 は 指摘 し て い る （澤柳 年代不祥 b ，

153−035−153−036＞．そ の た め 小 学校 の 復 習 にす ぎず，

女子の知的好奇心 を満足 させ る こ と が で きない と 述 べ

て い る ．また家事裁縫に して も，科学的 に教授 され て

お らず ， 旧式 の 裁縫教授所に通学する こ と と同 じで あ

る と批判 して い る ．さ ら に教科書も レベ ル の低 い もの

が使用 され て い る の は 問題 で ある と指摘 して い る．

　高等女学校の 教育 は ， 女子 に 高等普通教育を与え る

もの で ある と澤柳は考え て い た．普通教育は 入格を高

め る こ と が 目的で あ り
，

女子に も男子 に もリ ベ ラ ル エ

デ ュ ケ
ーシ ョ ン が必要 と澤柳は述べ て い る （日本女子

大学校櫻楓會 1907），澤柳 が女子 に男子と同様 の 人格

お よ び知識の普通教育をす べ き と考 え た背景 は
， 欧米

列強諸国 に肩を並 べ る ため に ，教育 に おい て も欧米諸
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国に ひけ をとらな い 男女に平等な男女共学の教育を行

わなけれ ばならな い と考 えた か らで ある ．そ の た め に

は女子に お い て も，高等教育 の 前段 階 で あ る 高等女学

校で ，普通教育すなわ ちリベ ラ ル エ デ ュ ケ
ーシ ョ ン を

行 う必要 が ある と澤柳は考えた．それ ゆ え高 等女学校

が裁縫所に す ぎな い 程度で は
， 女子に普通教育を与え

て い る とは言 えな い と 批判 した．家事裁縫が科学的に

教授さ れ て い ない と批判 して い る こ と は，澤柳が家事

裁縫 を単な る技術の習得とは考えて い なか っ た こ とが

わかる．

　また澤柳 の 論文 「女教員諸氏 に 望 む」の 中 で ，澤柳

は米国に おける家事科につ い てふ れ て い る （成城学園

澤柳 政 太 郎 全 集刊行会 1977a．427−431 ）．こ こ か ら

澤柳 が考える家事科の ありか た に つ い て推測で きる．

家事科 は通常食物 ，家庭理化学，洗濯，衛生等が ふ く

まれ て い た．米 国 の 家事科 は 「（
一

）割烹，（二 ）裁縫，

（三 ）家庭科学，（四）栄養論 ， （五）洗濯法 ， （六）意

匠法，（七）保育」等 と非常に 広 い 分野 を網羅 して お

り， 単な る技術 の 習得で は な か っ た （成城学園澤柳 政

太郎 全集刊行会 1977a，430）．

　澤柳 は 家庭 の 中心的役割を果 たす の は女性 と考え，

家庭の 改 善は女性の 任務 と述 べ て い る （成城学園澤柳

政太郎 全集刊行会 1977a，431）．澤柳 が 家事科 に求

め た もの は 科学的知識 や 理 論 を学ぶ こ とに よ っ て 家庭

を改善す る こ と が で きる女性 を育て る こ とに あ っ た．

そ の よ うな家庭 の 役割 を果 た せ る 人間を育成 しようと

考えた．

　そ の 上 で さ らに澤柳は，よ り高度 な教育を受け た い

もの で そ の 能力の あ る もの に高等教育 へ の 道 を開 くた

め に 高等女学校教育の 欠点を改正す べ きだ と して い る

（澤柳 年代不祥 b，153−036−153−037）．

　すなわち男子の 中学校 と 同 じよ う に 年限 を 5 力年と

する高等女学校の 修業年限 の 延長 ， 高等科 また は専攻

科を置 くこ と．そ して そ の 延長上 と して ，男子 の 高等

学校 と同 じく高等科また は 専攻科を終了 した もの に帝

国大学 へ の 道 を開 くこ とを提言 して い る．澤柳 は，男

子 と女子に 同等 の 教育 を帝国大学 で 与え るべ きだと考

え て い た こ とが推測で きる．

　澤柳 の 女子高等教育観は，中等教育お よび高等教育

に お い て 男女共学 と い う理 念を持ち，そ れ を現実 の も

の と して 1913 （大正 2）年東北帝国大学に お い て 実践

した と考え ら れ る ．
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澤柳政太郎 の 女子高等教育観

　（4） 澤柳 の 女子高等教 育観 お よ び女性へ の 大学の 門

　　　戸開放

　1） 東北帝国大学に おける女性 へ の 門戸 開放

　澤柳 の女子高等教育に お ける実践は ，1913 （大正 2）

年に東北帝国大学に お い て ，女子の受験 ・入学を許可

した こ とが あげられ る．女子入学 の 経緯を見る と，澤

柳は 「帝国大学令の 人学資格条件 に中等教 員免許状所

有者は試験の結果学力適当 な らば 入学 させ る こ とが で

きる」 と い う点に着 目 した ．そ こ で 女子 の 受験 者は語

学 の 試験 を受け た後，他の 志願者と共に競争試験を受

けた （東北大学 1957）．そ の 結果，1913 （大正 2）年

8月 ， 数学科牧田 らく，化学科に 黒 田ちか ，丹下 む め

が 合格 した．文部省側の対応 は次 の ようで あ っ た．

　文部省は
，
1913 （大正 2）年 8 月 9 日 に専門学務局

長名で 東北 帝国大学総長北条時敬宛に女子 入学者の取

り扱 い に つ い て 問 い 合 わせ を して い る．こ の 中で 文部

省 は
， 「女子 ヲ帝国大学 二 入学 セ シ ム ル コ トハ 前例 無

之事」で 「重大ナ ル事件」である とし確認を求め て き

た （東北大学記念資料室所蔵資料 1913 文部省発専，

89 号）．こ の こ とか ら文部省 の
， 女子学生の 入学は容

認 で きない との 態度が 明 らか で あ る ．

　 8 月 16 日の 東京朝日新 聞 に は ，「三女史大学 に 入 る」

と大 きく報 じ ら れ （東京朝 日新 聞 1913a）， 8 月 22

日の 東京朝 日新聞 「女子と学士號」に文部省談が掲載

され て い る．そ れ に よ れ ば
， 帝国大学令は女子 の 入学

を否認す る明文はな い が，習慣上不文律に よ り入学者

は 男子 の み で あ る こ と，東北帝 国大学 に 入学 した 3 人

の 女子 に対 して 卒業後，理学士 の 称号をあた え る べ き

か は審議中で ある とい うこ とで あ る ，そ して こ れは将

来 に 関す る 重大問題 で あ り， 決定に い た っ て い な い と

書かれ て い る （東京朝 日新聞 1913b）．

　 しか し澤柳は帝国大学令で は 女子 の 入学 を否認 して

は い な い と し，高等教育は専門教育で あ る の で
， 女子

で あっ て も試験に受か り学問を学びたい もの は，入学

を許可すべ きで ある と して ，は じめ て 女子 を帝国大 学

に 入学 させる こ とを行 っ たの で ある．

　2）　澤柳政太郎 の 女子高等教育観

　澤柳政太郎は高等教 育を 「最高等の 教育を施す」 も

の と考 えて い た ．そ の ため 大学教育は 「学問の 為に学

問 をする真理 の 発見 をする為に学問をする」とい う目

的 と，「高等 の 學問技藝 を 要す る 職 務」 に就 く者に専

門教育 を施す もの で ある と考 えて い た （成城学園澤柳

政 太郎全集刊行会 1978，208−2io）．

　 女子 に つ い て も澤柳政太郎は高等教育を受け る こ と

が可能 と の 見解 を抱 い て い た．以下 に そ の 根拠 とな っ

た澤柳 の 女子高等教育観 の 特質 を あげ る．

　澤柳の女子高等教育観を構成す る四 つ の 特質の うち

の 第
一

点は
， 専門教育は学問 の 研究が主眼 で あ る の で ，

’
女子 であ る こ とが 学問上 で支障を きたす こ と は ない と

考えた こ と で あ る．そ こ で 「専門教育に 入 っ て は，専

門学科の研究が主眼と な っ て ゐ る の で あ る か ら
， 少 し

も差支えはない と思 ふ ．故 に大学 や専 門学校を女子 の

爲に 開放する こ とは，極め て必要で ある」 と女子 に も

大学や 専 門学校 を開放 す る こ との必要性を述べ た （澤

添卯　1916），

　第二 点 と して ，澤柳は高等教育に お い て は男女共学

は当然で ある と考えて い た．こ の こ とは次 の こ と か ら

明 らか で ある ．「高等専門教育の 本質の 上か ら見 て 共

學 を本體 とす べ きもの で あ る．専 門教 育に於て は 決し

て そ の處に男女 の 性 を異 に す る こ と に依 っ て そ の教育

の 内容実質を異にすべ きもの で は ない 」と し，学問の

上 で は 男女 の 性 に よ っ て 教育内容，実質を変え る必 要

は な く当然共学 で ある べ きだと して い る （成城学園澤

柳政太郎全 集刊行会 1978
，
43ユー432）．そ の 理 由は ，

文学，理学，医学を学 ぶ 時 ，女性で あ る か らとい っ て

こ れ らの 学問内容が変わるわけで は ない た め と して い

る （成城学 園澤柳 政太郎全集刊行会 1978，432）．こ

の ような考え で 澤柳 は
， 東北帝国大学に お い て ，率先

して 女子 を本科生 と して 入学を許可 し たの で ある．

　第三 点目と して 澤柳は，国家 の 高等教育機関 へ の 関

わ りに つ い て も言及 して い る．澤柳 は高等教育機関 が

国家 の 手に よ っ て 行わ れ る もの で あ る とす るな らば，

女子 に 対 して も相当の 努力をする の が正 当で ある とし，

国家 の 援助が女 子 の 高等教 育機関 に もある べ きだ と主

張 し た （成城学園澤柳政太郎全集刊行 会 1978
，
472）．

もし こ の まま放置 した ならば，将 来高等教育機 関 は
，

男女 に よ っ て 大き な 差 が 生 じ 社会的非難 を うけ る こ と

に なる と予見 して い る （成城学園澤柳政太郎全 集刊行

会 1978，472＞．

　第四点目として，女子の 高等教 育に対する 理 解を国

家や社会に求め て い る こ とで ある （成城学園澤柳政太

郎全集刊行会 1978，472−473）．澤柳 が こ の よ うな女

子高等教育観 を持 つ に い た っ た背景に は，欧米諸国で

はす で に 多くの 女子学生が，男女共学の 大学で 学位 を

取得し て い た こ とが あ る ．その た め 欧米諸国に 追 い つ

くた め に は，早急に女子に も高等教育機関 を開放 し男

女共学に する必要が あっ た．また ：当時 の 女子高等教育

機関 と い わ れ る もの は
，

一
段低い 専門学校 とみ なされ
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て お り，学位が取得 で きな か っ た ため高等専 門教育と

はい えな い と澤柳は考え た ．その た め 欧米諸国 に 決 し

て劣らな い 高等教育の確立 ・向上 を達成する必要性 が

あ っ た．当時 の 帝国大学を中心 と した 日本の教育体制

で は，男子の高等教育機関で ある私立大学 で あ っ て も

そ の 位置づ けは低か っ た．女子専門学校の 大学昇格が

時期尚早 と さ れ実現 されなか っ た が ，た と え昇格し た

と して も帝国大学 と同等 の 大学 にな る とは考えられ な

か っ た．そ の た め男子の み に 開かれ た高等教育機関を

女子 に も開放すべ き と の 主張 に つ なが っ た と推測で き

る．また明治末か ら大正 にか け，女性が職業 を持ち，

独立 した い と い う要望が高 ま り， 職業教育が必 要 と考

え る 人 の ため の 高等教育の 必要性 と
，

日本の 教育が ，

欧米諸国に おけ る教育 レベ ル と肩をな らべ る とい っ た

国家的 目標とが合致 した．当時は男女共学 が 中等教育

に お い て は禁止され て い た が ， 澤柳は中等教育 に お い

て も男女共学に した らどうか と提案 し て い る （成城学

園澤柳政太郎全集刊行会 1978，432＞．

　3）　澤柳政 太郎 の 先進性 と時代が かか えた社会的

　　　 限界

　当峙 の 社会で は，女性が職業に就 くこ と が 少 な く，

多 くの 者 は結婚 して家に 入 り，家族の世話，子供 の 養

育に あ た っ て い た た め職業に 就 く必要性が なか っ た．

そ の ため澤柳 は家庭 に 入 る女性に は
一

般教育の 必要性

を うた い な が らも，高等教育の 必要性は唱 えて お らず，

家庭 の 事情が あ っ て 職業に つ か な くて は な ら な い もの

に と っ て の み 高等教育は必要だ と考 えて い た．澤柳 は

イエ 制度下 に おけ る伝統的な性別役割を前提 に，職業

教育 と して の 高等教育は ，す べ て の 女性 に は不要 と す

る考え に 立 っ て い た ．

　 1907 （明 治 40）年 6 月，日本女子大学校に お い て

文部次官で あっ た澤柳 は ， 女子高等教育に対す る 考 え

を述 べ て い る．こ こ で 「職業教 育を要する女子は，不

幸 なる 女子で ある」 （日本女子大学校櫻楓會 1907）と

澤柳が発言 した と報告 され て い る が，こ れ は一生配偶

者 を得ず ， 家庭 を築かず職業に就 くだけの 人生 を送る

こ とが 人間 と して は，不幸 で あ る とい う意味で 澤柳 は

発言 して い る もの と考 えられ る．しか し当時 の 社会 で

は ，高等教育を受け る女子が不 幸で ある ととらえ られ

た ．それ ゆ え女子で あっ て も能力があ り高等教育が 必

要 な も の に は ，門 戸 は 開か れ る べ きだ との 澤柳の考え

を理解 で きた もの は ほ と ん ど い な か っ た．

　 当時 の 女子教育 に お い て ，澤柳 の 他に大きな役割 を

果 た したの は，成瀬仁蔵で あ る ．

6

　成瀬仁蔵 と澤柳政太郎 と の 女子高等 教育観に お ける

共通点 は
， 女子に高等教育が 必要で あ る と考 え た こ と

で あ る ．成瀬仁蔵 と澤柳政太郎との 相違点と して は
，

成瀬仁蔵の 日本女子大学校が ，女子 の み を対象 とし，

女子の 教育理念 を 『人間として ，婦 人 と し て，国民 と

して 』とい う三 つ の 原則を掲げた教育 （日本女子大学

女子 教育研 究所 1975）で あ っ た の に対 して
， 澤柳 は

女子に も帝国大学に お い て 男子 と同様の 教 育 の 機会，

教育内容を与え る と し た点で あ る．澤柳は，高等教育

は専門教育で ある た め
， 男女共学で あ る べ きと主張 し

た ．

　澤柳は ， 中等 ・高等教育レ ベ ル で の 男女共学 の 考え

お よび女性 の 大学入学を可能に させ る男子の 旧制高等

学校に相当する予備的機関と して の 高等学校の 必 要性

を唱えて い た （成城学 園澤柳政太郎全集刊行会 1977

b，505）．しか し現実 の 中等教育 レベ ル で の 改革は文

部省の厚 い 壁 に阻まれ，進行 しな か っ た．した が っ て

東北帝国大 学 にお い て女子に 対 して大学入学 の 門戸 を

開 い た が ，そ の 後多 くの 女子大 学生 を継続 して排出す

るまで に は至 らなか っ た ．その 背景と し て は
，

当時 帝

国大学 に 人学す るた め に男子 は高等学校進 学の ため の

中学校，大学進学の ため の 教育機関で あ る高等学校が

整備 され て い た．しか し，女子 に は男子の 高等学校 に

あ た る大学入学 の ため の予備的教育機関 が 準備 され て

い な か っ た ．そ の た め高等女学校卒業後，大学の 予備

的教育機関 で ある高等学校へ の 入学の 門戸が 閉 ざ さ れ

て い た た め
，

一・
挙 に 大学 に 進学する こ とは通常の 能力

の者に とっ て は，教育制度お よ び教育課程 が不完全で

あっ た．こ の こ とは，第二 次世界大戦直後の 高等教育

に お い て も，それ まで 男性 の た め に あ っ た高等教育機

関 の 門戸 が 開かれ て も， 女性に 旧制高等学校の 門戸が

開かれ て い なか っ た た め ，限 られた女性 しか 入学する

こ とがで きな か っ た 歴 史的事実 と共通す る もの が あ

る
＊ 2．

　次に 女性 を東北帝国大学に 入学 させ た 1913（大正 2）

年当時の家政学を と りまく状況が い っ た い どの ような

もの で あっ た の かを澤柳 の大学教育観お よ び農学に お

（438）

＊ t
第 二 次 世 界大戦後の 女子高等教育改革 に よ り，1946

　年女子 も今 まで の 男子 の 大学に 入 学が 許可 され る よ

　 うに な っ た．314名の 女子 が 応 募 し，東京大学 が 19

　名，京都大学 が 17 名を受 け入 れ，合計 51名 の 女子

　学生 が 入 学 を許 可 さ れ た が，女子 は 高等学校 入 学 の

　機会 を与 え ら れ て い なか っ た た め，多 くの もの は準

　備 不 足 で 入学で きなか っ た の で あ る （草 野 1988＞．
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ける歴史的経緯を もとに検討 して い くこ とにする．

　は じめ に澤柳が 当時大学教育を ど の よ うに とらえて

い た か を澤柳 の論文で ある 「単立大学説に 反対す」か

ら澤柳 の 大学教育に つ い て の 考えを読み取る こ とがで

き る （成城 学園 澤柳 政 太郎 全 集刊 行 会 1978，146−

150）．澤柳は こ こ で ，大 学教 育 と専門教育 とは区別

し て 考え る べ きだ と主張 して い る．「農業や 工 業の 専

門教育で も， 其の 最高なもの が直ち に 大学 と い うの は

い かが と思 は れ る」（成城 学園澤柳政太郎全集刊行会

1978，147）と澤柳が述 べ て い る と こ ろ か ら，大学 と

は程度の 高い 専門教育の こ とで は ない と考え て い た と

推測で きる ．こ の 理 由 と して 澤柳 は，「大学はすべ て

学問的 ， 研 究的で ある べ きで ，特に学問的 と形容す る

を要せず，実用 的な もの は
， 高等教育に して 大学で は

な い 」と述べ て い る （成城学 園澤柳政太郎全集刊行会

1978，147）．つ ま り澤柳は，専 門教育 と して の 職業教

育の 役割を評価 しつ つ も，学問研究とい う面 を備 えた

教育 こ そ が 大学 で あ る と考え て い た の で あ る．澤柳 は，

最高教育機関であ る大学に は 学問研究を こ そ求め て い

た た め ，実用的な もの は高等教育 で あっ て も大学教育

とは考えて い なか っ た．

　当時の 家政学の 状 況は，専門教育 と して の 科学的，

技術的側面 は 発達 して きて は い た が ，澤柳 の 意 図す る

大学 として の レ ベ ル にまで 達 して い る とは 澤柳は考え

て い なか っ た と推 測 で きる ．1890 （明治 23）年前後

に
， 農学を学問 と し て認め る か ど うか 東 京帝国大 学 で

問題 とな っ た （東京帝国大 学 1932）こ と が ， 林 の

「新制女子大学 と家政学部の 創設事情」 の 中で 指摘 さ

れ て い る （林 1970）．か つ て農学も大学の 学問と して

認め られ て い なか っ た ．こ れ に 関連 して 林は家政学に

関 し て も同様で あ っ た と指摘 して い る．家政学と農学

は
， 幅の 広い 総合的学問で あ り ， 当時 はま だ 学問 と し

て 発展途上 にある と考え られ て い た こ と か ら，学問と

して 承認 され る 際 に
， 難色 が し め され た．こ れ は ，当

時 の 澤柳 の 考 え方 と 共通 して い る ．

　そ の ため，澤柳 は まだ学問 と し て成立途上 に ある家

政学の分野 に女性 を埋没 させ る よ りも ，
む し ろ 能力の

ある女性をすで に学問と して 確立 して い る 分野 に お い

て 男性 と 同等に 門戸 を開 き教育す る こ とが，結果 的に

教育における性差別 を とりの ぞ くこ と に な る と考え て

い た と推測 で きる．まずは，女性が男性 に決 して 能力

的に劣らず同じ土俵で 闘 う実力を もっ て い る こ と を示

す必要が あっ た．当時家政学は，女性 の み が 学 ぶ もの

と され て お り，家政学 とい う土俵 で は 男性 と 同 じ能力

がある と認め られに くか っ た．しか し澤柳は あ くまで

も，学問を学 ぶ こ と に関 して，性 に よ る 差 をつ ける必

要 は な い と考え て い たの で あ る．

　澤柳が 当時の家政学 をどの ように考えて い た か は，

1919 （大正 8）年の 婦人公論 の 中 で 明 らか にな る ．

　澤柳は家政学で あっ て も 「学問 として，教育 と して

は必 ず しも女性 に 限 られ た もの で は な い 」 と述 べ て い

る （澤柳 1919a＞．当時 の 家政学は女性 を中心 に学ば

れ て い た 現実が あ っ た．しか し澤柳 は 家政学 に対 し て，

「何等性的の 要素が学問上 に加つ て居る の で は な い 」

と主張 した （澤柳 1919a）．澤柳 は大 正時代 にす で に

家政学が女性に 限定され た もの で はない と主張 して い

る ．

　しか し， 当時の 社会が女性に職業お よ び高等教育を

求め て い なか っ た 状況 が あ り，高等教育に つ なが る 中

等教育機関が な か っ た こ とや
， 家政学に お い て も大学

レ ベ ル の研究 ・教育が行 わ れ る学問体系が確立せず，

社会的認知 を受けて い なか っ た こ とが当時の 社会的限

界と して あ っ た こ とをあげ る こ とが で きる．

　以上 の こ とか ら澤柳の先進性は，三点あ げる こ とが

で き る．第
一点目 と し て ，女子で あ っ て も能力があ り，

高等教育が必 要な もの には ， 門戸 が 開かれ る べ きと の

考えをも っ て い た こ と．第二 点 目 と して
， 中等 ・高等

教育 レ ベ ル に お い て男女共学 の 考えをすで に 当時持 っ

て い た こ と．第三 点目と して 家政学に お い て も女性 の

み の 学問 で はない と 明言 して い た こ とがあげ られる．

　4＞　澤柳 の 実践が 女子高等教育機関へ 与えた影響

　澤柳の 東北帝国大学に おけ る実践 は ，そ の後の女子

高等教育の 機会拡大 に，大 きな影響 を与 えた ．そ れ は

女子 の 博士誕生 の 基礎 ともな っ た．1918 （大 正 7）年

に は北 海道 帝 国大学 ，
1925 （大正 14）年に は九州帝

国大学法文学部，農学部が女子 の 入学を許可 し，1920

（大正 9＞年に は京都帝国大 学医学部 ， 東京帝国大学

文学部，日本大学，1921 （大正 10）年に は東京帝国

大学工学部 ， 早稲田大学が女子 の 聴講生 を 許可 し
， 女

子 を受け入 れ る高等教育機関の 数が，増加 して い っ た

（日本女 子大学女 子教育研 究所 1975）．こ の 中 の 九州

帝国大学は東北帝国大学 に おけ る女子 の状況を調査 し

た結果，問題 な しと して 入学 を許可 した こ とが述べ ら

れ て い る （九 州大学五 十周年記念会 1967＞．こ の こ と

か らも澤柳 の女子高等教育普及に与えた影響 は 大 きか

っ た と言 え る ．澤柳 は当時 日本の 教育機構に お い て ヒ

エ ラ ル キ
ー

の 頂点 で あ る 帝国大学に女性 を入 学させ る

こ とに より，欧米諸国に 並 ぶ 女性 の 教育を担う指導者
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を生 み だす とい う理想 を現 実の もの と し た．

　（5） 澤柳政太郎の 家族観

　明治維新 に よ り封建的な諸制度 は 廃止 され ， 殖産興

業，富国強兵の 政策が進 め られ，西 欧諸 国に な らっ て

近代的 な 家 族観 婚姻観が 導入 さ れ た が ，「イ エ 」を

尊重する意識は根深 く存在して い た．

　民法に お い て も一
度 は，平等な夫婦を中心 とする個

人主義を基本に 据 えた ボ ア ソ ナ
ー

ド民法 が 公布 され た ．

しか し反対論が台頭 した こ とで施行 されず，女性 を底

辺 に位置 づ け た 「明治民 法」の 親族 ・相続編が ，ユ898

（明 治 31）年に施行 され た．

　
− t

方 ，澤柳 政 太 郎 は家 族 の あ り方 を 『倫理 書』

（1891 （明治 24）年） の 中で 述べ て い る （成城学園澤

柳政太郎全 集刊行会 1976，21−77）．こ の 『倫理書』

は 澤柳 が 哲学館 ， 東京専門学校に お い て講義を行 っ た

もの をま とめ た もの で あ る ．こ れ は新田に よ る と
， 澤

柳 の 人間観が明瞭 な形で示 された もの であ る と分析 さ

れ て い る （成 城 学園 澤柳 政太 郎 全 集 刊行 会 1976，

547）．『倫理書』の 第 3 章家族の義務で 澤柳の 主張の

注 目する箇所は次の 点で ある ．澤柳は結婚前の 義務に

関して ，「肉体 上 若 ク ハ 資産上 ノ ミ ノ結合」で は な く，

「精神上若 クハ 道徳 上 ノ 結合」 が大事で あ る こ と を述

べ て い る．そ の た め結婚は容貌や ，財
．
産 な どに よ っ て ，

決定する の で は な く，精神的な面を重点に置 くべ きだ

とした （成城学園澤柳政太郎全集刊行会 1976，64）．

　 また澤柳 は
， 結婚後 に 生 じ る夫婦 の 義務 は 同 じで あ ・

る と主張 して い る．夫婦 は，お互 い に貞操 の 義務があ

り，「婦 ノ 貞操ナ ラ サ ル ヲ，責 メ テ ，夫 ノ 不 貞操」 を

責め ない こ とは，理屈 に合わな い と し，貞操の 義務は，

夫婦両方にある と述べ た （成城学園澤柳政太郎全集刊

行会 1976，65）．明治民法 で は
， 夫は妻がか ん通 した

こ とを理由 に離婚する こ とがで きたが ， 妻 は 夫がか ん

通罪 と認め られ刑に処せ られた とき，は じめ て 離婚す

る こ とが で きる もの とな っ て い た。当時 の 日本社会 で

は，夫で ある男性の 不 貞に は寛容で あっ た．一
方で ，

夫婦共に か ん 通罪が存在する とい っ た澤柳の 考えは，

女性 の 人権を認 め た考え方 と い え る ．

　澤柳 は，夫婦 があ っ て ，の ち親子 関係が生 じる，そ

し て こ れ が 1家族と して 1単位 をなす と考えた （成城

学園澤柳政太郎全集刊行会 1976，64）．澤柳は 「家族

制度の 主張」 とい う論文の 中で ，家族に つ い て 述べ て

い る．それ に よ る と澤柳は ，「家 を 以 て
．一一
代限 りの も

の とせず，之 を世襲す る とい ふ こ とに 外 な らず」 と述

べ て い る （成 城学園澤柳 政太 郎全集 刊行会 1976，

406）．澤柳は 「家族 的関係即ち家 を永續せ ん と す る は
，

人間の 自然の情で ある」 と主張 して い る （成城学 園澤

柳 政太郎全集刊行会 1976，407）．また人 は誰で も個

人 と して の 面 と，家族の一員 として の 面 ， 国家の 国民

と して の 面，社会 の
一員 と し て の 面 を もっ て い る と考

えて い た．そ して 「家は人類の幸福の 源泉 で ある」 と

澤柳は 述べ て い る （成城学 園澤柳政 太郎全 集刊行会

1976
，
407−408＞．社会は苦痛苦労の 場所で あ り，家庭

は安 らぎの 場 と澤柳 は考えて い た。澤柳 の 理想 と して

い た社会は，「必 ず男女 お の お の ，そ の 好逑 を得 て ，

和樂幸福な る家庭 を作つ て居 る 社会」 と考え ， 男子 に

して も女子に して も，
一

生 の 配偶者を得ず，人生 を送

らなけ れ ば な ら な い の は 決 し て 理 想的杜会 で は な い と

して い る （成 城 学 園 澤柳 政 太 郎全 集刊 行会 1976，
443）．そ して 理想社会で は，真 の 愛陦 に 基 づ い た夫婦

関係が成立 する こ との必要性を強 く主張 して い る （成

城学 園澤柳政太郎全集刊行会 1976，443）．

　（6） 澤柳政太郎 の 女子高等教育観形成 の 背景

　 1）　 澤柳の 生 きた時代背景

　明治 20 年代の 前半若者 た ちは，明治 初期 の 開明的

な教育 を受け
，

近代的な自我 に 目覚め新 しい 家族観，

結婚観 を模索 し は じ め て い た．幼い 時期に，古い もの

が新 しい もの に 取 っ て 替わ る経験が 後 の 彼ら の 生 き方

に 強い 影響をあ た え た とい え よ う．澤柳 の 家族観 に お

い て も こ の ような理 由か ら，西欧志向的家族観 と伝統

的家族観が 内在 し て い た と考え ら れ る．

　 1872（明治 5）年の 学制頒布 を推進 した文部当局の

役 人 た ち も， 西欧志向型が 多 く，学監の ダヴ ィ ド・モ

ル レ
ー

な ど の 進言 や，当時 の 女子公教育の 方向 も
， 男

女の本質的な差 を否定 して ， 女子 に も男子 と 同様 の 教

育を与え ようとする もの で あ っ た．

　おそ らく澤柳 は ，世襲を基本と した家族を念頭に置

きなが ら，近代的結婚観を内包 し，家庭 に おける女性

の あ り方 に 子供の 教育者と し て の 母を求め た の で ある．

　2）　 開智学校時代

　澤柳 は，1874 （明治 7）年か ら 1875 （明治 8）年 ま

で 長野県松本市に あ る 開智学校に在学 して い た．開智

学校 は 1873 （明治 6）年に創設 さ れ た．開智学校は，

松本地域に 限 らず，信州の 教育ひ い て は全国レ ベ ル に

お い て も，教育の 先端 を行 く機関 で あ っ た．そ こ で は
，

読本課 ・算術課 ・習字課 ・英学課 を置 い て い た．英学

課 を 置 い て い た こ とは注目 すべ き点 で あ る．また学 制

以前 は
， 漢文の 書物を素読 し 「子 ノ タ マ ハ ク」 と先生

の 後 につ い て 読 ん で い た もの が ，開智学校に な っ て か
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澤柳 政 太郎 の 女子 高等教育観

らは，「ア イ ウ エ オ」お よ び 「モ モ
・
クリ

・
ナ シ ・カ

キ」 と
一

変 し た．その 他英学課 で は，英語 を学び
， リ

ーダ ー
，

ス ペ リ ン グ を習い ，
一

般の小学校とは違 っ た

教育風景 で あっ た （有賀 と千原 1965）．また読本で は，

1873 （明治 6＞年 ア メ リ カ の ウ ィ ル ソ ン ・リーダーを

訳 して で きた新式 の 教 科書 が採用 され て い た ．1874

（明治 7）年の 開智学校 に おけ る就学児童数 は ，男 532

人 ， 女 387人で あっ た （有賀と千原 1965）．澤柳 の 先

進性 の
一端は ，まさに 明治初期の 学制改革に よ る男女

平等思想 に基 づ い た 教育 を 開智学校 で 受け た こ と に よ

る もの か らきて い る と考え られ る．

　 3） 澤柳 の 青年期

　1878（明治 11）年 ， 澤柳は 13 歳で 東京府中学校 に

入学 した ．澤柳 の 父信任は
， 福沢諭吉の 文明開化論に

共鳴 し，将来実業界に 進 もう と考 え た．そ こ で 家屋敷

家具類を売却 し，1875 （明治 8）年家族 を伴 っ て 上京

した．し か し，信任が資金 を得よ うとして ，貸 して い

た 金 が 回収不能 と な り ， 澤柳家は貧乏 の ど ん底に な っ

た，そ の よ うな状態 の 中，澤柳政太郎が 資治通鑑を買

っ て もらえず初 め て 泣 い た と い っ た話が 残 っ て い る．

江戸 時代に は身分階層制が 強固で ，生 まれ なが ら に し

て 身分が決定 され，人は生得的条件，た と え ば性 ，身

分，家柄 ， 経 済的条件 ， 出 自とい っ た本人 の 意志 や 能

力 ， 努 力 で は ど うに もな らな い もの に縛ら れ て い た．

明治維新に よ り封建制度は廃止さ れ た が ，新た な る資

本主義社会の 下 で も，富 を持つ 者 と持た ざ る 者 に よ り

教育の不平等が生 じた．澤柳家 も幕末から明治 に か け

て の 動乱に よ っ て ，様 々 な形で そ の 中 に 巻 き込 まれ た

民衆 と同 じ境遇 で あ っ た （新田 1971），澤柳は杜会が

大 きく変化 した 明治維新 に よ り，家が没落 し生活の 苦

しみ を知 っ て い た．東亰帝国大学に おける学生生活時

代に は，親か らの 学費援助 がな く，同郷 の 実業家 で あ

る青木貞三 の 援助を受けた り内職 を行 っ た，また大学

の 最終 学年 の 1 年間 は文部省 よ り月額 10 円 の 貸費を

受け て い た．澤柳 は大学時代苦学生 で あっ た．また青

木が勉 強 の た め に 澤柳 の 外国留学 の 援助を申し出た時，

澤柳の 心は動 い たが，澤柳 の 父 の 反対 に よ り留学 は 実

現 し なか っ た （澤柳 1987）．澤柳 は経済的な余裕が な

く， 高等教育を受け る 困難 さ を自分 自身の体験 を通 し

て 認識 して い た ．経済的理 由等に よ り教育 の 機会を も

た ざる もの にも， 教育の 機会が 与え ら れ る こ との必要

性を強 く感 じた と考え られ る．

　 4） 欧米諸国の 女子教育か らの影響

　澤柳は文部省に在職当時，米，英，仏 国等 の 教育制

度の 分析を行 っ た り，日本の 教育制度 を海外 に 紹介す

る ため の 原稿を執筆するな ど，当時 の外国の 女子教 育

お よ び 日本 の 女子教育に つ い て熟知 して い た．澤柳 は

各国の学校 な らびに教育に関する書籍 ， 論文の 翻訳 を

数 多く行 っ た．そ の 中 に は，英国 中等教育，仏国高等

師範学校
一

覧，文明国に お ける小学教育の 比較研究 ，

米国 に つ い て は 『女子 ト大学』など多 くの もの があ っ

た （新 田 1971）．澤柳 が 翻訳 し た 『女子 ト大学』の 巾

に は，女子 の 高等教育 の 必要性，女子 が 男子 と同
一

の

高等教育を受け る 必要性，高等教育に お け る 男女共学

の有効性が 述べ ら れ て い た （澤柳 年代不祥 a）．具体

的に は
， 高等教育は偉大な入物を偉大な事業をするた

め の 準備 を させ る の で は な く， 「小 サ キ 人 物 ト雖 モ ，

偉大ナ ル事業 二 向 テ 適 当ナ ラ シ メ ン ガ為 二 施ス所ノ モ

ノ ナ リ」．また こ れ は，女子 に も施す べ きで ある と 述

べ られ て い る （澤柳 年代不祥 a ，10−004−10−005）．ま

た澤柳 は 早 い 時期か ら ペ ス タ ロ ッ チ の翻訳を して お り，

こ れが澤柳 の 教育観に影響 を与えて い る と考え られ る．

さらに東京帝国大学時代 ， 学費や生活費を稼 ぐた め に
，

宣教師の 通訳 をして い た経験が ある．こ れは，澤柳 に

欧米諸国 の 現状を聞く機会 を与えた．諸外 国 の 女子教

育に 関する情報が ，澤柳の女子高等教育観形成 に あた

り，影響 を及 ぼ した と考えら れ る ．ま た 当時 の 欧米諸

国に お い て 共学制 が採 用 され て い た こ と
，
1890年ア

メ リ カ に おける女子大学生が ，男子大学生 の 半分近 く

で あ る 2 万 1千 人 い た とい う事実を把握 し て い た こ と，

そ して 多くの 女子が 学位を得て い た こ とを澤柳は認識

して い た の で ある （成城 学園澤柳政太郎全 集刊行 会

1977b，501−502）．澤柳 は若 い こ ろ 宣教 師 らの つ きあ

い や 書物 に よ っ て外国教育 に つ い て 多くの 情報 を把握

して お り，世界の動向に敏感で あ っ た とい える （澤柳

1987）．

　4．結　　論

　澤柳は文部官僚時代に お い て は ， 女子 の 高等女学校

に お け る カ リキ ュ ラ ム を男子 の 中学校 に近 い もの に し

よ うと考えた ．東北帝国大学総長時代 に は，東北帝 国

大学 に お い て
， 女子 の 門戸開放を実施 した．そ して民

間教育に携わ っ た期間 に お い て は
，

よ り積極的に女子

高等教育に 理解を示 して い た
＊ ／1．ま た 澤柳 は 学 問 に お

＊S
澤柳 は，慶応大学医学部 に 女子が入学 を 願 い 出 た件

　 に お い て ，女性 が 入 学 で きる よ うに貴族院の 議員 に

　 頼 む な ど
， 女性 の 大学門戸開放 に 積極 的 で あ っ た．

　 （｛睾初　　1919b ）
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い て は性に よ る差が な い とした．こ れ は
， 学問 に お け

る 男女平 等を し め し た もの で ある．当時，家政学は女

性が学ぶ もの と さ れ て い た が ，学問 として の 家政学に

性は関係な い と澤柳 は 明言 して い る ．

　そ して 澤柳 は ，高等女学校教育に つ い て も，より
一’

般的な普通教育を主張 し女子教育の 必要性を訴えたが，

こ れ を実現する こ とは難 しか っ た．当時 の 社 会に お け

る 制度 ，慣習 に 阻 ま れ た こ と に よ り，第 二 次世界大戦

後に い たる まで ， 女子 の 高等教育へ の道は進 まなか っ

た．

　澤柳 が女子高等教育に対 して 理解 を示 した 背景 と し

て 考 えられ る こ とは，  変革期で あ る明 治維新に育

っ た こ と，  開智学校で の 先進的教育，  青年期 に

お い て経済的援助 を得 て ， 教育の 機会を得た こ と， 

文部省 の 官僚経験 を通 して の 外 国教育の 知識 ・情報の

把握 ，   理 想を実現す る 強固な意思 が あげられ る ．

　澤柳 が，すべ て の女性に は高等教育の 必要性 を認 め

て い なか っ た こ とは ，同時にすべ て の 男性 に も高等教

育の 必要性を求め て い な か っ た こ とと表裏
一

体 に な っ

て い る．つ ま り澤柳 の 根底 にある 思想は ，性に よる差

で
， 能力が 決定す る の で は な く，個 人 の 能力に 応 じて

等 しく教育 の 機会が 与えられるべ きで あ る と の 考え に

基 づ い て い る．

　澤柳は自己の 大学時代 に お け る経済的困窮 に よ り，

機会を与え られな い 苦 しみ を知 っ て い た ．そ の た め 能

力が ある女性が ，性 に よる理由で 高等教育の機会を得

る こ と が で きない こ とに疑問を抱 き， 女性 で あ っ て も

高等教育の 機会が与え られ る べ きだ との 持論 を持つ に

い た っ た ．当時 日本が 欧 米列強諸国に 肩 を並べ る 近代

化を達成するため に は
， 教育 の 分野 に お い て も男女共

学が絶対条件と考え られた．そ して
， 同時期に女性の

高等教育に 対す る ニ ーズが高揚 し， こ の 二 つ の 避けて

通 れない 歴史的必然性 を背景に ，当時男子 に の み 開か

れ て い た高等教育機関 に女性 を受け入れた澤柳 の 実践

へ とつ なが っ て い っ た と 言 える ．
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